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人口総数 103.883人

世帯数 21. 923世帯

認積 67.97Km' 

人口窃度 1. 528人
前月に比べて由。人. 15役
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比呂志

じ
まま本選挙人名簿は、毎年9 月 15日現在で調査して、その年

の12月 20日から、翌年の12月訪日までの関に行われる選挙に

使われます。この名簿は、選挙権を公証するものですから、

現実に選挙憶があっても、名簿にのっていないと、その 1 年

の問の選挙には、投票することができません。

来年は、私たちに直接関係する市長・市議会議員の選挙、

県知事@県議会議員の選挙、および参議院議長通常選挙が行

われる年ですから、必ず認査察に記入のうえ、提出されるよ

うお額いします。名簿に登録される資格は、日本国民で、昭

日以前に生れた人で、乎塚市に今年の 8 月 15臼

以前から住んでいる人です。

登録方法は、 9 月 15 日顎までにも平塚市の職員が、戸別に、

くばワいたしますから、資格のある人は、去年の

、た人でも、記入して下さし、。この場合、病院

している人は、自宅の方で記入して下さい。また修

め寮・下宿等に居住する学生@生徒についてはその察

・下宿等の所在地で、登録すべきであります。

記入された調査察は、 9 月 20日頃までに、市職員が回収い

たします。これによって、選挙管理委員会は、調査察を審査L

L、 10月 31 日までに、名簿を作つます。そして、この名簿は

11月 5 日から、 11月 19日まで、市役所・支所@出張所の窓口

にそなえて、有権者の目ぎとおしていただきます。これを縦

覧期間といいます。名簿は、 12月 20日をもって確定し、その

日より、 1 年間有効な名簿として、

かわれます。この記事をお読みになって、まだ、調査察が届

いていない家庭がありましたならば、市役所内 CTE 1.1. 26 

。選挙管理委員会に

御連絡下さい。その

他、わからない点は

市戦員または選挙管

理委員会におたずね

下さい。 E写真右・さ

あ一斉に選挙人議査

.38の議蓋打合会3

公約も沼年つづきの豊作

計
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九
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八
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念政まりつ立いる決もを、吉区?とろ。なる、で識乙、のに市
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5 1暴言 2F52ZZA15 で更を日 225 妻賢守護持 izi品開持続

帝王誌の方々に貯蓄して頭く機関
大蔵省がたえず適正厳重な検査をして預金者の保護に任じている

まった頭金は市内の必要な方々に資金の貸付を行う
平塚地区以外の東京や横浜方面の人々には決して貸出をしてはならない

平塚地区の者でもt一人に多額の資金をへんざいさせて貸出をしてはならない

え余持金といえ株式に投じたり思惑で土地を買ったり投機的な

まったお金は地元の震になるよう活発な貸出を行わな

は地元を繁栄させる理揺り金融機関である

1匙

を館つてはならまい

まら乙よい

工広
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私
は
、
管
内
の
、
防
護
排
水
を
つ
く
っ
た
地
区
を
、
幹
線
郊
に
、
下
の
方
よ
り
傾
麿
ふ
く
銭
く
こ
と
で
す
。

入
念
に
綴
て
ま
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
遺
憾
な
が
ら
「
路
間
結
後
二
土
一
面
、
水
閣
を
際
瀕
す
る
こ
と
が
、
即
ち
、

猿
排
水
施
符
後
の
維
持
管
警
が
、
宮
い
と
ど
い
て
い
結
集
排
水
の
維
持
管
擦
な
の
で
す
。

C
の
場
合
の
回
数

ま
せ
ん
よ
う
で
す
。
は
、
天
候
に
よ
っ
て
き
め
る
べ
き
も
の
で
す
。

問
問
渠
排
水
は
、
維
持
管
謹
否
如
何
に
よ
っ
て
の
み
、
門
方
法
問
堂
、
マ
チ
ガ
エ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

あ
な
た
方
の
お
求
め
に
な
る
効
果
の
大
小
、
或
は
、
隠
マ
チ
ガ
エ
ま
す
と
大
愛
で
す
。

察
排
ぷ
の
説
命
が
、
決
定
さ
れ
る
わ
け
で
、
す
で
に
御
①
水
問
問
を
開
く
、
郎
ち
、
栓
を
絞
く

K
吾
は
、
下
流
か

存
知
の
は
ず
で
す
。
だ
が
、
な
か
な
か
実
際
に
は
、
や
怠
阪
に
上
流
へ
。

ろ
う
と
し
て
ゆ
宍
他
の
仕
事
の
関
係
や
、
時
期
な
ど
の
@
水
周
を
閉
め
る
と
き
は
、
上
よ
目
下
流
に
。

点
で
、
適
獄
事
富

F
A
盟
諸
③
換
を
疲
吉

を
つ
か
み
に
弘
題
懇
ま
し
た
ら
、

臨
幅
渠i
B
M
Y

〉
ご

F
こ
y

協
ヘ
審
議

く
い
乙
と
も
警
求
額
一
』
方
も
ス
ゼ
完
高
齢
と
髄
そ
の
年
の
天

よ
く
わ
かp
i
d
J
t
w

協
議
侯
さ
一
一
言
、

ま
す
。
し
か
弱
留

g

合
せ
て
、
ニ

し
、
本
年
は
、
異
常
単
ば
う
で
、
潟
水
不
良
の
た
め
「
水

J

土
一
甘
口
は
疲
き
放
し
に
し
て
下
さ
い
。
偲
人
で
、
勝

簡
を
締
っ
きb
の
地
区
ゑ
善
い
よ
う
で
す
。
多
額
な
手
に
問
問
開
閉
す
る
乙
と
は
、
厳
禁
し
て
下
さ
い
。

資
本
と
、
沢
山
な
勢
力
、
資
務
を
授
じ
て
お
や

D

に
な
品
開
絵
を
戸
に
と
き
は
、
絶
対
に
、
用
氷
を
か
け
な
い
こ

っ
た
踏
襲
排
水
で
す
。
農
家
に
と
っ
て
は
大
き
な
投
資
と
で
才
。
高
郷
な
肥
糾
凡
打
が
流
失
し
ま
す
骨
ら
、
と

で
す
。
く
に
い
官
憲
し
て
下
さ
い
。

門
維
持
管
狸
〕
な
ど
と
申
し
上
げ
る
と
む
子
か
し
い
よ
隠
議
排
水
の
寿
命
を
、
数
年
で
だ
め
に
す
る
の
ゆ
刷
、
数

う
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
や
る
こ
と
は
カ
ン
タ
ン
で
す
。
十
拝
保
た
せ
て
、
お
米
の
増
援
に
役
立
た
せ
る
の

4
R

わ
か
り
安
く
申
し
上
げ
ま
す
と
、
田
組
前
に
閉
め
か
ん
「
水
以
土
の
一
時
間
援
を
、
実
行
に
移
す
か
、
ど
う
か
、
に
か
〉

開
聞
の
絵
」
を
、
滋
水
鼠
ま
で
の
臨
に
、
一
一
回

1

一
一
一
雨
間
程
度
っ
て
い
ま
す
。
圃
問
中
地
方
欝
薮
間
関
農
地
課
長

選臨掛

章、輸
ぷ寄号、も
》ぷ

さ雨、

の
メ
i

ト

ノレ

で

飯

と
趨
に

一
一
一
十
三
単
耳
度
事
業
と
し
て
、
旭
地
医
の
目
白
所
@
根
坂
間
@
出
縄

e
万
部
a

山
下
@
高
根
の
民
域
に
、
総
工
費
一
、
八
六

O
万
円
で
、
市
借
串
間
易
水
濯
を

ひ
く
こ
と
に
な
白
ま
し
た
。

乙
の
簡
易
水
道
が
完
成
す
る
と
、
続
出
問
況
に
、
出
桧
約
に
多
い
ト
ラ
ホ
ー
ム

ゃ
、
度
笈
ね
策
関
吋
な
く
し
て
い
防
る
ほ
か
、
台
所

作
紫
の
時
臨
と
、
山
ま
た
、
各
所
に
消
火
栓
を
設
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
効
果
が
期
待

A
¥
 



留
守
家
族
ま

史
跡
と
名
勝
豊
富
ぐ
る
〈
部
〉
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月
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平
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一
一
、
四
五
一
一
三

五
才
)
@
隠
初

日
片
岡
一
二
七

(
一
オ
)
@
問

日
花
水
台
閉
九

二
(
九
オ
)
@

宮
舟1
R

一
一
宮

町
(
ニ
オ
〉
e
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告
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平
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、
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五
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一
円
闘
で
気
付
く
正
し
く
行
っ
て
い
る
者
は
一
人
も
い
も
っ
と
一
般
に
部
品
進
退
織
な

P
規
則

色
ど
D

の
新
し
い
な
い
と
い
え
る
。ζ
れ
で
は
信
号
機
や
方
法
安
広
〈
教
え
る
べ
き
で
は
な

信
号
機
が
駅
前
の
が
出
来
て
も
、
信
号
機
を
読
め
る
者
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法
は
、
い
く
ら

交
交
点
に
お
自
民
がφ
な
か
っ
たD
、
お
巡
目
さ
ん
だ
も
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
も

え
し
た
。
私
は
、
け
が
知
っ
て
い
て
も
枚
方
の
な
い
事
の
、
戒
は
、
大
き
な
態
示
板
を
立
て
る

そ
の
交
交
点
に
早
で
あ
る
。
い
や
、
寧
ろ
、
得
号
に
よ
か
、
交
は
母
校
レ
笈
摺
し
て
の
教
育
に

く
か
ら
信
号
機
の
取
り
付
く
の
を
つ
て
事
放
を
住
む
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
っ
て
、
と
色
々
あ
る
。
信
時
機
を

願
っ
て
い
光
の
で
喜
ん
で
い
る
。
か
を
心
配
す
る
の
で
あ
る
。
特
け
た
か
ら
に
は
有
効
に
使
わ
ね
は

し
か
し
、
一
霊
長
復
す
る
菱
点
私
は
都
内
の
室
の
激
し
い
申
で
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
速
に
広
く

で
克
一
愛
げ
ら
れ
る
こ
と
が
私
の
気
結
審
し
て
居
っ
た
の
で
尚
一
日
時
気
付
一
般
に
信
号
の
読
み
方
、
交
は
、
交

り
と
な
っ
て
い
一
ゑ
議
総
務
警
察

P
交
点
で
の
匂
転
車

2
3
J
b

こ
恭
一
吉
岡
ず
沙
披
露
D
2

み

機
が
習
を
た
て
、
t
f
e
2
7
2
Y

二
0
4
1
Z

『d

議
参
草
稿
方
を
教
え
る
べ
き

窃
が
変
る
度
に
、
議
議

J

建
省
て
で
は
な
い
で
し
ょ

ピ
ク
ピ
ク
し
て
い
る
者
の
多
い
こ
と
く
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
余
白
に
も
、
う
か
。
交

ζ
の
考
丸
一
が
透
っ
て
日
出

b

で
あ
る
。
そ
う
い
手
入
逮
は
陪
暗
号
が
そ
う
し
た
知
識
が
欠
け
て
い
る
の
で
債
が
知
っ
て
い
て
、

ζ
の
よ
う
な
態

幾
度
廿
変
っ
て
も
向
側
へ
円
げ
な
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
事
故
訪
止
の
信
度
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
尚
、
問
題
で
一

ぃ
。
つ
ま
阜
、
何
時
何
倍
、
で
滋
ん
で
号
機
も
、
そ
の
信
号
を
知
去
と
無
す
。

い
〉
の
か
、
戒
は
ど
こ
を
漁
れ
ば
い
同
情
す
る
者
が
あ
れ
ば
事
故
は
絶
え
な
何
れ
に
し
て
も
有
効
に
信
号
機
を
一

与
の
か
を
知
ら
な
い
ら
し
い
。
交
、
白
い
で
あ
ろ
う
。
そ
乙
で
、
相
援
、
宿
号
活
用
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
不
幸
の
一

転
車
に
あ
っ
て
は
、
は
な
は
だ
し
く
機
を
取
り
付
け
た
の
か
で
あ
る
、
そ
怒
ら
な
い
よ
う
、
頼
っ
て
。
一

日
明
号
機
な
ど
か
ま
っ
た
も
の
で
は
な
れ
は
心
安
だ
っ
た
か
ら
だ
、
そ
の
必

0
0
0

一

い
ら
し
い
。
或
る
者
は
赤
で
も
飛
び
軍
総
を
考
え
れ
ば
自
ず
と
今
後
の
開
平
揮
新
穏
@
鈴
木
四
国
夫
(
会
社
長
)
一

泊
し
、
或
る
者
は
、
右
組
り
を
、
規
制
問
題
も
は
っ
き
り
し
て
来
る
。
つ
ま
担
、
一

山
凶
葉
特
約
店

本
お
〈
電
)
一
八
一
一
…
。

得争

山
口
弘
子
(
間
六
年
)
佳
作
五
点

マ
叩
皐
絞
係
労
作
西
国
静
子
(
春

野
二
年
)
永
田
熊
干
す
(
問
阿
古
一
年
)
沼

中
間
開
字
(
題
一
一
年
)
佳
作
主
点


